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※2　産科医療補償制度に加入していない病院等の
場合は出産費48.8万円と出産費附加金4万円の合
計52.8万円となります。

出産費（家族出産費）及び出産費附加金（家族出産費附加金）の手続の流れ【令和５年４月１日以降の出産の場合】

その病院等では直接支払制度を実
施していますか？

（直接支払制度、受取代理制度のいずれも
利用しない場合）

その病院等は、受取代理制度の対
象医療機関ですか？

直接支払制度を利用しますか。 受取代理制度を利用しますか。

※1　産科医療補償制度に加入していない病院等の
場合は48.8万円

50万円以上50万円未満

病院等で、直接支払制度を利用する旨申し出
て、手続を行ってください。

「出産育児一時金等支給申請書(受取代理用)」に病
院等から必要事項の記載を受け、出産予定日まで
２か月以内に共済組合係に提出してください。

病院等で、お支払いは
不要です。

50万円（※1）から出産に

要した費用を差し引いた

額及び出産費附加金4万

円を請求してください。

病院等で出産に要した費用全
額をお支払いください。
出産費･家族出産費請求書に
医師等から出産証明を貰ってく
ださい。

病院等では、「出産に要した費用-54万円（※2）」
をお支払いください。

出産に要した費用が54万円（※2）未満の場合、後
日、差額を支給します。

請求書を共済組合支部に
提出してください。後日54万
円（※2）を支給します。

出産に要した費用が…

病院等では、「出産に要
した費用-50万円（※1）」
をお支払いください。

後日，共済組合に請求

出産費附加金4万円を請

求してください。

《直接支払制度》 《受取代理制度》

《共済組合から後日支払を受ける方法》


